
概要

自然環境保全基礎調査とは、一般に「緑の国勢調査」と呼ばれ、陸域、陸水域、海域 の各々の領域について、
国土全体の状況を調査したものです。
調査結果は報告書及び地図等にとりまとめられたうえ公表されており、これらの報告書等は、自然環境の基礎資料
として、 自然公園等の指定・計画をはじめとする自然保護行政の他、各種地域計画や環境調査等の各方面におい
て活用されています。

基礎調査項目の一覧

基礎調査は、自然環境保全基礎調査と生物多様性調査に大別されます。
自然環境保全基礎調査は、総合取りまとめ、陸域（動植物、地形地質、すぐれた自然調査）、陸水域（河川
湖沼）、海域（海域自然、海岸、藻場等）に分けられ、生物多様性調査は、生態系、種、遺伝子に分けられてい
ます。

（環境省のホームページより抜粋）

（中略）

（中略）

（以下省略）

５. 自然環境保全基礎調査

収集すべき情報の説明資料（サ行）

サ-10



［北海道自然環境情報図（ニセコ積丹海成段丘）］

［北海道自然環境情報図（野付湾の砂嘴）］

（環境省のホームページより抜粋）

※区域詳細の図面は
見つかりませんでした。

収集すべき情報の説明資料（サ行）

サ-11（中略）

（中略）

（以下省略）

５. 自然環境保全基礎調査



概要

自然景観保護地区とは、森林、草生地、山岳、丘陵、渓谷、湖沼、河川、海岸等の所在する地域のうち、良好な
自然景観地として保護することが必要な地区として、道知事が指定した地区のことです。（北海道自然環境等保全
条例第22条第１項）

（北海道自然環境等保全条例より抜粋）

自然景観保護区域における行為の届出

環境緑地保護地区等の区域内において次の各号に掲げる行為をしようとする者は、知事に対し、規則で定めるとこ
ろにより、行為の種類、場所、施行方法及び着手予定日その他規則で定める事項を届け出なければならない。
（北海道自然環境等保全条例第25条第１項）
（１）その規模が規則で定める基準を超える建築物その他の工作物を新築し、改築し、又は増築すること
（２）宅地を造成し、土地を開墾し、その他土地の形質を変更すること。
（３）鉱物を掘採し、又は土石を採取すること。
（４）水面を埋め立て、又は干拓すること。
（５）河川、湖沼等の水位又は水量に増減を及ぼさせること。
（６）規則で定める木竹の伐採を行うこと。
知事は、前項の規定による届出があった場合において、当該環境緑地保護地区等の指定の目的を達成するために
必要があると認めるときは、その届出をした者に対して、その届出があった日から起算して30日以内に限り、当該環境
緑地保護地区等の指定の目的を達成するために必要な限度において、その届出に係る行為を禁止し、若しくは制限
し、又は必要な措置をとるべき旨を命ずることができる。（北海道自然環境等保全条例第25条第２項）

６. 自然景観保護地区

収集すべき情報の説明資料（サ行）
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［自然景観保護地区の表示］

（北海道及び各（総合）振興局のホームページより抜粋）

（以下省略）

○ 区域詳細の図面は見つかりませんでした

○ EADASの自然環境資源（地域資源）には記載がありませんでした

収集すべき情報の説明資料（サ行）
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６. 自然景観保護地区



概要

自然再生の対象となる区域とは、自然再生全体構想を作成する際に、自然再生基本方針に即して定めるものと
された区域のことです。
自然再生全体構想とは、次のことを定めるものとされています。（自然再生推進法第８条第３項）
一 自然再生の対象となる区域
二 自然再生の目標
三 協議会に参加する者の名称又は氏名及びその役割分担
四 その他自然再生の推進に必要な事項

（環境省のホームページより抜粋）

自然再生の対象となる区域の検討における留意事項

・ 自然再生の対象となる区域は、地域における客観的かつ科学的なデータを基礎として、できる限り具体的に設定す
る必要があります。

・ 協議会が設定した「自然再生の対象となる区域」については、地図等に明示しながら記載します。
・ 「自然再生の対象となる区域」の範囲は、自然再生の内容によって異なることもあり、どのような区域を設定するのか
といった具体的な基準等を設けていません。

７. 自然再生の対象となる区域

収集すべき情報の説明資料（サ行）
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［釧路湿原自然再生全体構想の対象範囲］

（環境省のホームページより抜粋）
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［自然再生事業資料 自然再生協議会、環境省自然環境局自然環境
計画課（EADAS）］

拡大

収集すべき情報の説明資料（サ行）
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７. 自然再生の対象となる区域



概要

自然度とは、「自然は人間の手のつけ具合、人工の影響の加わる度合によって、きわめて自然性の高いものから、自
然性の低いものまで、いろいろな階層にわかれて存在する」という考え方に基づいて、植物社会学的な観点からみて、
土地の自然性がどの程度残されているかを示す一つの指標として導入されたものです。
自然度は、つぎの10ランクに区分され、これを植生自然度とされています。
植生自然度とは、植物社会学的な観点からみて土地の自然性がどの程度残されているかを示す一つの指標であり、
それは半面人間による自然破壊の程度を示す指標でもあります。

（環境省のホームページより抜粋）８. 自然度８ランク以上の区域

収集すべき情報の説明資料（サ行）
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［自然度区分図 北海道］

（環境省のホームページより抜粋）

［環境省自然環境局生物多様性センター 自然環境保全基礎
調査植生調査（第2～5回）（EADAS）］

拡大

収集すべき情報の説明資料（サ行）
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拡大

８. 自然度８ランク以上の区域



自然との触れ合いとは、国立公園に出かけて自然の大風景に感動したり、身近な自然に接して安らぎを覚えたり、
自然の仕組みを知り守ろうとしたりする、自然の恵みを享受する様々な活動としてとらえられます。
私たちは、人が自然生態系の構成要素のひとつであることを認識し、自然との共生への理解を深めることが可能とな
ります。
自然とのふれあいは、いわば「自然を感じ、自然を思いやる人づくり、さらには行動する人づくり」の基礎となるのです。

概要

９. 自然との触れ合いの活動が一般的に行われる施設又は場の状況及び利用の状況

収集すべき情報の説明資料（サ行）
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（環境省のホームページより抜粋）



［EADAS］

（環境省のホームページより抜粋）

［観光案内Webサイトなど。平成28年度時点（EADAS）］

［日本のさくら さくら名所100選 世界文化社 1990年（EADAS）］

収集すべき情報の説明資料（サ行）
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９. 自然との触れ合いの活動が一般的に行われる施設又は場の状況及び利用の状況


